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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
し
た
警
察
捜
査
資
料
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
〇
年
十
月
二
十
八
日
頃
、
警
視
庁
公
安
部
外
事
三
課
の
も
の
と
み
ら
れ
る
捜
査
資
料
一
一
四
点
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
流
出
し
、
政
府
が
こ
れ
を
二
か
月
近
く
放
置
す
る
間
に
世
界
各
国
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
、
ま
た
、
捜
査
資
料
を
そ
の
ま

ま
書
籍
に
し
て
販
売
す
る
出
版
社
ま
で
あ
ら
わ
れ
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

前
記
一
一
四
点
の
資
料
に
は
、
公
安
警
察
の
対
テ
ロ
捜
査
方
針
や
捜
査
実
態
を
示
す
資
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
ほ
か
、
日

本
国
内
に
在
住
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
個
人
や
団
体
に
つ
い
て
の
大
量
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

流
出
か
ら
二
か
月
近
く
経
っ
た
同
十
二
月
十
四
日
、
警
察
庁
は
「
国
際
テ
ロ
対
策
に
係
る
デ
ー
タ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ

の
掲
出
事
案
に
関
す
る
中
間
的
見
解
等
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
書
面
（
以
下
、
「
中
間
的
見
解
」
と
い
う
）
を
発
表
し
た
も
の

の
、
情
報
流
出
の
被
害
者
へ
の
謝
罪
は
、
い
ま
も
っ
て
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
被
害
は
継
続
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
は
、
公
安
警
察
に
お
け
る
杜
撰
な
情
報
管
理
の
問
題
性
を
提
起
し
た
が
、
同
時
に
、
流
出
し
た
資
料
に
記
載
さ
れ

て
い
た
内
容
を
前
提
と
す
る
と
、
公
安
警
察
が
、
わ
が
国
在
住
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
す
べ
て
を
対
象
と
す
る
網
羅
的
な
捜
査
を

行
っ
て
お
り
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
信
教
の
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
怖
れ
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一



一

二
〇
一
〇
年
十
月
二
十
八
日
頃
、
警
視
庁
公
安
部
外
事
三
課
の
も
の
と
み
ら
れ
る
捜
査
資
料
一
一
四
点
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
流
出
し
、
捜
査
機
関
が
収
集
し
た
大
量
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
が
流
出
し
た
（
以
下
、
本
件
事
件
と
い
う
）
。
こ
の

事
件
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

本
件
事
件
に
つ
き
、
警
察
庁
が
二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
十
四
日
に
出
し
た
「
中
間
的
見
解
」
に
よ
る
と
、
「
本
件
デ
ー
タ

に
は
、
警
察
職
員
が
取
り
扱
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。
」
と
あ
る
が
、
端
的
に
「
警
察

か
ら
捜
査
資
料
が
流
出
し
た
」
と
い
う
政
府
の
見
解
と
受
け
止
め
て
よ
い
か
。

三

警
察
庁
の
「
中
間
的
見
解
」
に
よ
る
と
、
そ
の
�
（
�
）
と
し
て
、
本
件
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
「
ア
�
個
人
又
は
団
体

の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
」
「
イ
�
関
係
国
と
の
信
頼
関
係
を
損
な
う
お
そ
れ
」
「
ウ
�
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持

及
び
以
後
の
警
察
に
よ
る
情
報
収
集
活
動
等
の
適
切
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
」
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
当

該
デ
ー
タ
を
警
察
が
作
成
し
、
又
は
保
管
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
個
別
に
警
察
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
適

当
で
な
い
、
と
し
て
い
る
。
前
記
一
一
四
点
の
捜
査
資
料
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
こ
の
ア
か
ら
ウ
の
い
ず
れ
の
理
由
で

「
個
別
に
明
ら
か
に
で
き
な
い
」
の
か
明
確
に
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
十
四
日
の
警
察
庁
公
表
書
面
は
「
中
間
的
見
解
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
捜
査
結
果
を
含
め
た
最
終

二



的
な
見
解
は
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
公
表
す
る
お
つ
も
り
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

本
件
事
件
の
結
果
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
暴
露
さ
れ
、
誤
っ
た
情
報
の
流
布
に
よ
っ
て
名
誉
毀
損
の
被
害
に
あ
い
、
身
辺
を

危
険
に
晒
さ
れ
、
職
を
失
い
、
海
外
渡
航
や
帰
国
上
の
支
障
を
被
る
な
ど
被
害
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
実
態
把
握
を
し
て
お
ら
れ
る
か
、
又
、
各
被
害
者
ら
に
対
し
、
警
察
庁
と
し
て
の
謝
罪
は
行
っ

た
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

本
件
事
件
の
被
害
者
ら
に
対
し
、
相
談
、
対
応
を
行
う
窓
口
を
設
け
た
の
か
、
設
け
た
の
で
あ
れ
ば
当
該
機
関
の
名
称
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

本
件
事
件
の
被
害
者
ら
に
対
し
、
個
別
又
は
一
律
に
慰
謝
料
等
の
損
害
賠
償
を
行
う
意
思
は
あ
る
か
、
政
府
の
見
解
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

本
件
事
件
の
よ
う
な
事
態
が
今
後
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
再
発
防
止
策
を
取
ら
れ
て
い
る
の

か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

本
件
事
件
で
流
出
し
た
前
記
一
一
四
点
の
資
料
の
う
ち
、
「
〜
イ
ラ
ン
大
使
館
の
職
員
給
与
等
振
り
込
み
状
況
等
の
判
明

に
つ
い
て
〜
」
と
題
す
る
資
料
の
中
で
、
東
京
三
菱
銀
行
（
当
時
）
の
虎
ノ
門
支
店
の
主
任
が
、
在
京
の
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ

三



ム
共
和
国
大
使
館
の
職
員
全
員
に
つ
い
て
、
給
与
等
の
振
込
情
報
を
含
む
個
人
情
報
を
、
警
察
組
織
に
報
告
し
て
い
た
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
個
人
情
報
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
百
九
十
七
条
第
二
項
に
基
づ
く
捜
査
事
項
照
会
に
応
じ

て
提
供
さ
れ
た
も
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十

本
件
事
件
で
流
出
し
た
前
記
一
一
四
点
の
資
料
に
は
、
「
平
成
二
十
年
六
月
十
八
日
付
、
外
事
第
三
課
・
モ
ス
ク

六
月

二
十
三
日
以
降
の
モ
ス
ク
視
察
体
制
等
に
つ
い
て
」
あ
る
い
は
、
「
平
成
二
十
年
十
月
六
日
企
画
分
析

〜
ラ
マ
ダ
ー
ン
期

間
中
の
モ
ス
ク
等
の
動
向
及
び
イ
ー
ド
・
ア
ル
・
フ
ィ
ト
ル
の
結
果
に
つ
い
て
〜
」
な
ど
と
題
し
た
資
料
が
多
数
含
ま
れ
て

お
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
モ
ス
ク
で
の
礼
拝
状
況
を
監
視
し
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
警
察
の
捜
査

手
法
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


